
2008年度 小委員会活動成果報告 
（2009 年 2 月 1 日作成） 

小委員会名 木質構造動的耐震設計法小委員会 
主 査 名：五十田博 
就任年月：2008年 4月 

所属本委員会 
（所属運営委員会） 

構造委員会 
（木質構造運営委員会） 

委員長名：和田章 
主 査 名：宮澤健二 

設 置 期 間    2008年 4月  ～  2012年 3月 

設 置 目 的 
各年度活動計画 
（箇条書き） 

・ 木質構造の耐震設計法の高度化に必要な情報の収集・検討をおこなう。 
・ 木質構造の耐震設計法を作成して、公表する。 
・ 2008 年度は引き続き詳細設計法に取り組むべき内容の精査と議論、さらに

WGの成果「木造住宅の簡易耐震設計法」（案）の検討・改良をおこなう。 
・ 2009年度は引き続き、執筆内容の詳細を検討する。また、構造設計指針執筆
者の最終決定を行い、原稿執筆依頼を行う。 

・ 2010年度には、提出された一次原稿をもとに、内容の不足、齟齬、重複等を
精査し、必要に応じて再構成し、編集して完成原稿とする。 

委員構成 
（委員名（所属）） 

委員公募の有無：なし 

五十田博（信州大学）、入江康隆（宇都宮大学）、河合直人（建築研究所）、木林長仁（竹
中工務店）、腰原幹雄（東京大学生産技術研究所）、後藤正美（金沢工業大学）、小林正人
（明治大学）、坂田弘安（東京工業大学）、中尾方人（横浜国立大学）、花里利一（三重大
学）、宮澤健二（工学院大学）、村上雅英（近畿大学）、山口修油（建築研究所）、山田耕司
（豊田高専） 

設置WG 
（WG名：目的） 

木質構造耐震設計法検討 WG：木造住宅等簡易耐震計算法(案)の原案を作成する。 

2008年度予算  170,000円 ホームページ公開の有無：なし 
委員会 HPアドレス： 

 
項  目 自己評価 

委員会開催数       ７回（年度内計画を含む） 

刊行物 
（シンポジウム資料等は

除く） 
 

講習会  

催し物 
（シンポジウム・セミナ
ー・研究会・見学会等） 

 

大会研究集会  

対外的意見表明・パ
ブリックコメント等  

目標の達成度 
（当初の活動計画と得ら
れた成果との関係） 

１．詳細設計法として必要な項目の整理を実施し、年度当初の目標は達成された 
２．木造住宅等簡易耐震計算法(案)は原案を作成し、現在委員相互で査読中であ
り、当初の目標は達せられた。 

委員会活動の問題点 
・課題  

 


